[bookmark: _GoBack]６年生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
皆さんは、平成　　年　　月に,この○○小学校に入学しました。
入学式のこと覚えていますか。
おうちの人は、よく覚えていると思います。
おめかしをして、入学式に出席した皆さんですが、椅子に座ると、
足が床につかず、ぶらぶらさせている子もいましたね。
式の途中、後ろを振り返りおうちの人を探す姿もありました。

真新しいランドセルを背負って入学してから６年間で、
心も体も立派に成長しました。
これまで多くの先生方に支えられ、仲間とともにいろいろな経験を重ねて、思い出のいっぱい詰まった、この○○小学校を巣立つ日となりました。

皆さんは夢をもって、大人へと続く道を歩みだそうとしています。
これからは、自分自身で考え判断しなければならないことが
増えていきます。
不安な時もあるでしょうが、おうちのひとはいつもそばで、
そっと見守ってくれています。
そして、先生方も同じ気持ちで巣立っていく皆さんのことを、
離れていても,見守ってくれていることでしょう。
夢を実現させるために、一日、一日を大事にしてください。
きのうの自分よりも、今日の自分を,少しでも成長させ、
明日の自分を、さらに成長させましょう。

保護者の皆様、本日はお子様のご卒業、誠におめでとうございます。
卒業証書を受け取るわが子の姿に、入学式から今日までの６年間を思い出し、子どもたち以上に感激されているのではないでしょうか。
ひと口に６年間と言いますが、保護者の皆様にとりましても,
様々な思いで、わが子を見つめる日々であったことでしょう。
子どもが笑顔の日には、子どもと共に笑顔で喜び、
子どもがつらいときには、自分の痛みであるかのように、
思い悩んだり、
この６年間、毎日、毎日、お子様を見つめ、
愛情を注いだ日々であったと思います。
これからは、子どもたちが自分自身で考え、行動する姿を尊重し、
わが子を信頼して、やさしく見守り、時には厳しく、そして温かく,支えていただけたらと思います。
　（　保護者席　　右と左に礼　）



○○連合自治会長をはじめご来賓の皆様、いつも○○小の子どもたちを温かく,見守っていただきありがとうございます。
新たなスタートラインに立つ子どもたちを、これからも温かい目で見守っていただけますよう,お願いいたします。
（　来賓に礼　）

校長先生をはじめ先生方、子どもたちを優しく、時に厳しく,ご指導いただき本当に,ありがとうございました。
考えてみますと、子どもたちは、12年の人生のうち半分は、
この○○小で過ごしてきました。
あどけない表情で入学した、子どもたちが６年間で、
ここまで成長できたのも、先生方のご指導の賜物だと
感謝しております。誠にありがとうございました。
（　先生に礼　）


卒業される皆さんが、地に足をしっかりつけ、大人への階段を
一歩一歩のぼり、大きく羽ばたき、活躍してくれることを祈念して、お祝いの言葉とさせていただきます。



